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2.運営推進委員紹介
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（地域との連携等）
第三⼗四条 指定地域密着型通所介護事業者は、指定地域密着型通所介護の提供に当たっては、利⽤者、利⽤者の
家族、地域住⺠の代表者、指定地域密着型通所介護事業所が所在する市町村の職員⼜は当該指定地域密着型通所介
護事業所が所在する区域を管轄する法第百⼗五条の四⼗六第⼀項に規定する地域包括⽀援センターの職員、地域密
着型通所介護について知⾒を有する者等により構成される協議会（テレビ電話装置等を活⽤して⾏うことができる
ものとする。ただし、利⽤者等が参加する場合にあっては、テレビ電話装置等の活⽤について当該利⽤者等の同意
を得なければならない。）（以下この項において「運営推進会議」という。）を設置し、おおむね六⽉に⼀回以上、
運営推進会議に対し活動状況を報告し、運営推進会議による評価を受けるとともに、運営推進会議から必要な要望、
助⾔等を聴く機会を設けなければならない。
２ 指定地域密着型通所介護事業者は、前項の報告、評価、要望、助⾔等についての記録を作成するとともに、当
該記録を公表しなければならない。
３ 指定地域密着型通所介護事業者は、その事業の運営に当たっては、地域住⺠⼜はその⾃発的な活動等との連携
及び協⼒を⾏う等の地域との交流を図らなければならない。
４ 指定地域密着型通所介護事業者は、その事業の運営に当たっては、提供した指定地域密着型通所介護に関する
利⽤者からの苦情に関して、市町村等が派遣する者が相談及び援助を⾏う事業その他の市町村が実施する事業に協
⼒するよう努めなければならない。
５ 指定地域密着型通所介護事業者は、指定地域密着型通所介護事業所の所在する建物と同⼀の建物に居住する利
⽤者に対して指定地域密着型通所介護を提供する場合には、当該建物に居住する利⽤者以外の者に対しても指定地
域密着型通所介護の提供を⾏うよう努めなければならない。 出典︓指定地域密着型サービスの事業の⼈員、設備及び運営に関する基準

運営推進会議とは
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運営推進委員紹介

⽒名 所属

⼭根 敏之 管理者

⽇⾼ 美由紀 職員代表

折⼾ 春⺒ 様 家族代表 （⽋席）

⼭根 敏之 様 集落⻑

⼭⽥ 芳⼦ 様 ⺠⽣委員

森⼭ 豊 様 中種⼦町役場 地域福祉課

古市 ⾹奈 様 中種⼦町地域包括⽀援センター

A ⽒

B ⽒

C

D

E

F

G
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3.議事
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事業継承の経緯

2023年 11⽉ 2023 年 12 
⽉ 2024 年 1 ⽉ 2024年 3 ⽉

• 基本合意書の
締結

• 各種申請書作
成

• 最終交渉 • 雇⽤契約
• 最終契約書の
締結

• 事業スタート
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弊社の概況

名称 カブシキガイシャ プロ
株式会社 PRO

主たる事務所の所在地 〒891-3111 ⿅児島県⻄之表市⻄町36番地

連絡先

電話番号 0997-23-0723
FAX番号 0997-28-3728
メールアドレス koito@kaigo-arigato.com
HPアドレス https://kaigo-arigato.com

代表者
⽒名 服部 真
職名 代表取締役

設⽴年⽉⽇ 平成21年5⽉25⽇

主な実施事業

介護保険：訪問介護・居宅介護⽀援・訪問看護
地域密着通所介護

障 が い ：居宅介護・重度訪問介護
サービス付き⾼齢者住宅
拠点：⻄之表市・中種⼦町・⿅児島市・⻄宮市
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⼊居者状況

1年未満
81%

１年以上2年未満
0%

2年以上3年未満
6% 3年以上

13%

介護1
19%

介護2
12%

介護3
19%

介護4
31%

介護5
19%

最短⼊居期間者：0ヶ⽉
最⻑⼊居期間者：7年2ヶ⽉

75歳以上80歳未満
7% 80歳以上85歳未満

6%

85歳以上90歳未満
25%

90歳以上95歳未満
56%

95歳以上
6%

⻄之表市
19%

中種⼦町
62%

南種⼦町
19%

年齢構成

介護度
⼊居の期間

出⾝地域
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職員の状況

資格名 拠点名 職員数
介護⽀援専⾨員 種⼦島 5

⿅児島 1
介護福祉⼠ 種⼦島 12

⿅児島 2
⻄宮 3

介護職員初任者研修終了者
（ヘルパー2級含む）

種⼦島 10
⿅児島 3
⻄宮 5

実務者研修修了者
（ヘルパー1級含む）

種⼦島 2
⿅児島 0
⻄宮 2

看護師(准看護師含む) 種⼦島 5
⿅児島 4

無資格 種⼦島 11
⿅児島 1

特徴：
○訪問介護や訪問看護・居宅介護⽀援等、資格を有していなけれ
ばサービス提供ができないサービスのみであったため、有資格
者が多い。

○特定⾏為(胃ろうや痰の吸引)が可能な職員が多数おり、県内で
もトップの在籍数である。

○訪問介護は特定事業所加算Ⅱ（種⼦島・⿅児島）、種⼦島の居
宅介護⽀援は特定事業所加算Ⅰを算定している。
そのため、研修計画やその実施等が充実している。

○処遇改善加算は、全事業所で最上位加算を算定しており、職員
の処遇改善を図っている。

○専⾨職の求⼈は困難を極めているが、⼈事部を設置し、indeed
等を通じ⾏なうことで、島内のみならず島外への発信も⾏なっ
ている。
・・・など。
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R6年度報酬改定について 地域密着型通所介護
要介護１ ７５０単位⇒ ７５３単位
要介護２ ８８７単位⇒ ８９０単位
要介護３ １，０２８単位⇒ １，０３２単位
要介護４ １，１６８単位⇒ １，１７２単位
要介護５ １，３０８単位⇒ １，３１２単位

※現在取得加算
処遇改善加算Ⅱ 4.3%
ベースアップ等⽀援加算 1.1％
→６⽉から新加算Ⅱ取得予定
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⼊居費⽤の変更について

費⽤項⽬ 内容 現在

管理費 ⼊居者に対する⽇常⽣活⽀援
サービス提供のため 14,000

⾷費 ⾷事代(800円／⽇) 24,000

⽔道光熱費 3,000

介護費⽤ ⼊居者に対する⽇常⽣活⽀援に
ための介護費 10,000

家賃 0

合計 51,000

改定額

15,000

30,000

5,000

10,000

20,000

80,000
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名称変更について

・名称を「有料⽼⼈ホーム ありがとう」及び「デイサービスありがと
う」と変更したい。
理由：経営者の変更によるイメージUPの更なる向上を図りたい。
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運営指導指摘事項と再発防⽌策について

3/1 運営指導の指摘事項
(1)契約書・重要事項説明書について
⽂書保管のしかた・署名の⼿書き(疑義あり)・契約書の未作成

(2)利⽤者の把握・介護記録について
利⽤⽇以外の利⽤者の記録・⼊浴加算の記録・介護記録の内容

(3)介護保険請求について
受診⽇の利⽤での請求誤り

運営指導とは、事業所のサービスの質の確保と保険給付の適正化を⽬的に、指定権者（※）が事業所の運営状
況を確認するものです。
2022（令和4）年3⽉以前は「実地指導」と⾔われていましたが、2022年3⽉31⽇に出された介護保険施設等指
導指針により、実地だけでなくオンラインなどを活⽤した指導も認められたことから「運営指導」に変更とな
りました。※介護サービスの指定権限を持つ⾃治体。都道府県、政令指定都市、中核市など
運営指導の3つの種類
運営指導は「介護サービスの実施状況指導」「最低基準指導」「報酬請求指導」の3つに分かれます。

3/1

3/13
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⾷事の提供について

3/1よりクックデリを使⽤ メリット：
・献⽴を考えなくて済む。
・調理が⼤幅に軽減。
・栄養価の計算された⾷事が提供できる。
・船便に⼤きな影響を受けるが、来てしまえば1週間分
の⾷事が確保できる。

デメリット：
・費⽤が増⼤。
・慣れないことなので、職員が⼿間取る。
・船便に⼤きな影響を受けるため、⽋航時の⾷材確保
が困難。

デメリットへの対応
・全スタッフへ調理のデモを実施
・ミーティングで意⾒交換し改善点の検討
⇒急な変更であったが前向きに協⼒して
くれている。

・⾷事代の改定
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4．意⾒交換
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意⾒交換

〇F様
・資料を⾒て利⽤者様のことを考えながら対応をされているのが伝わってきた。運営指導については
結果を踏まえて適正な運営を⾏って欲しい。今後の対応についての回答を頂きたい。
⇒デイサービスの記録についてはタブレットを活⽤し⽇々の記録を⾏っていく予定です。

・⼈材不⾜に伴いショートステイの縮⼩など起きており町を上げて取り組まないといけないと考えている。
R6年度から初任者研修など町が⼀部助成し開催できるように予算が通っている。
⇒弊社には⼈事部がある。雇⽤するには時間とコストがかかるので離職しない⼯夫や、HPの活⽤、今後
は介護員養成研修事業を考えている。それが地域貢献に繋がるのではと思っている。

〇エ様
・⺠⽣員としてできる事は何かありますか？
⇒地域の⾏事などの活動に参加し交流を図る必要があるので今後ご協⼒いただきたい。
相談先に迷ったり地域で困っている⼈がいれば相談してください。
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意⾒交換

〇B⽒
・スタッフの⾼齢化が進んでおり若い⼈は⼊職しても定着しない。イメージの改善のためにも⾼校へ
出向いて介護の話をしたりして知ってもらいたい。
…⼭⽥⺠⽣委員）体験学習やアルバイトなど⾏ってみるのいいのでは。
…森⼭課⻑）⻄之表市や南種⼦が県と⼀緒に⾼校⽣や島外向けにアピールCD作成など⾏っていた。
⇒⼈⼝動態を⾒ると働き⼿不⾜は想定内なので⼤規模化するかICTの活⽤しか⽅法はない。
貴重な⼈材だと⾃覚してもらい、最⼤限にその⼒を発揮してもらえるように業務改善をしている。
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5．次回開催⽇程
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9⽉頃を予定しています。

今回は運営を開始して間もないため事前にご意⾒を伺い資料作成が

出来ませんでしたが、次回は8⽉初旬に推進委員の皆様や利⽤者と

そのご家族様からお意⾒を集約した上で段取りを進めていきます。

指定地域密着型サービスの事業の⼈員、設備及び運営に関する基準

次回開催⽇程
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貴重なお時間・ご意⾒ありがとうございました


